
［WEBサイト］ 稲沢市社会福祉協議会 検 索https://www.inazawa-shakyo.jp

04 テーマ型募金、赤い羽根自動販売機

03 居住支援法人活動、ひきこもり家族教室・
家族交流会

05 赤い羽根作品コンクール

08 市民活動支援センター・ボランティアセンター

12 社協の情報広場

14 生活福祉資金貸付、
連載/わかるとい～な
障がい者基幹相談
支援センターだより

15 地域包括支援センター紹介、連載/高齢者役立ちかわら版
06 地域づくりナビ発信！

02 福祉総合相談窓口

マスコットキャラクター
「福ちゃん」

10月１日から赤い羽根共同募金運動が開始され、稲沢市においても、
市内の福祉関係団体様にご協力いただき、商業施設や駅などにおいて街頭募金活動を行いました。

募金にご協力いただきました皆様ありがとうございました。
また、１月からは市内の子ども食堂を支援する目的で「テーマ型募金」を開始します。詳しくは、４ページをご覧ください。
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住まいのこと 家族のこと

福祉総合相談窓口のご案内
あなたに寄り添う

・借金(滞納)が増えている
・家賃、光熱水費が払えない

・仕事が決まらない（続かない）
・収入が不安定で先が見えない
・病気になって働けない

・家賃の安いところへ転居したい
・保証会社の審査に通らない

・家族の将来が心配
・家族がひきこもっている

相談無料 秘密厳守

　  294soudan@inazawa-shakyo.or.jp
稲沢市役所東庁舎　稲沢市社会福祉協議会内　平日　8:30～17:15（祝日・年末年始除く）
※ご家族や周りのかたからの相談も受け付けています。来所が難しい場合は、訪問対応も可能です。

一人で悩まずご相談ください

お金のこと 仕事のこと

☎0587-32-1484
LINE相談、
メール相談
始めました！
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【内容】
【実施日時】　9月30日(月)13：30～15：00

不動産関係者向けの
勉強会を開催しました！！

1　『住宅セーフティネット法等の改正について』
　　　　　　　　　  講師：国土交通省中部地方整備局
2　『居住支援に関連する高齢者福祉施策について』
　　　　　　　　　  講師：厚生労働省東海北陸厚生局
3　『稲沢市の居住支援』　　　　　　発表：稲沢市社協
4　『生活保護と居住支援』　　　　発表：稲沢市福祉課
5　『不動産会社の考える居住支援』
　　　　　　　発表：株式会社 ブルーボックス稲沢支店

ご家族の声
●ひきこもりの家庭が自分の家以外にもあると知り
驚きました。

●いろんなかたの状況、参考になる意見が聞けて
良かったです。
●同じ悩みを抱える人が本音を話せる場はいいと
思いました。

ご好評につき【ひきこもり家族交流会】を追加開催
日時：2月20日（木）　14：00～15：00
場所：市役所東庁舎1階　会議室8
参加を希望されるかたは福祉総合相談窓口までご連絡ください。
〈申込先〉福祉総合相談窓口　☎0587-32-1484  （担当）三輪・袴田

今後、アンケート結果を参考に、勉強会を開催
します。大家さん、地域住民の皆さんが安心
して暮らせるまちづくりに取り組みます！

【アンケート】
今後取り上げてほしいテーマは何ですか？

1位

2位

3位

高齢者の支援について

障がい者の支援について
生活保護制度について
地域の見守りネットワークについて

ひきこもり家族教室・家族交流会を実施しました。
ひきこもり当事者のご家族（約20名）が参加されました。

ひきこもり家族教室・家族交流会のご紹介

居住支援法人
の活動紹介
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気軽に社会貢献しませんか
「募金ができる自動販売機」の設置で

稲沢市共同募金委員会では、自動販売機で飲み物を購入すると、その売上の一部が赤い羽根共同
募金に寄付される自動販売機設置の推進を行っています。
新規の設置や、現在使用中の自動販売機を「募金ができる自動販売機」に切り替えることも可能で

す。
企業でSDGs（持続可能な開発目標）やCSR活動（社会的責任）など容易に取り組んでいただける

活動となっております。ご興味がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

【問合先】稲沢市共同募金委員会　☎0587-23-6713

子ども食堂は、地域において子どもたちに無料又は安価な料金での食事提供を通じて、「団らん」
「食育」「居場所」としての役割を果たしています。一部の食堂では地域住民も対象に含めるなど、食事
を通じて住民同士のつながりを育む地域の交流拠点にもなっています。
そのような中、子ども食堂運営団体の困りごとの一つとして、運営資金の不足が挙げられます。

子ども食堂を継続的に運営していくためには物資や寄付金など、多くの支援が必要です。
そこで、稲沢市共同募金委員会では、子ども食堂の活動支援を目的として、「テーマ型募金」を実施

いたします。
お寄せいただいた募金は、次年度において稲沢市内で活動する子ども食堂運

営団体（ボランティアセンター登録団体）の活動資金の助成に活用させていただ
きます。
皆様のご協力をお願いいたします。

子ども食堂運営団体を応援してください！
地域課題解決プロジェクト「テーマ型募金」

ご協力を
お願いします。

●募集期間　令和7年3月31日まで
●振込先　　愛知西農業協同組合　稲葉西町支店　　普通　0041199
　　　　　　稲沢市共同募金委員会　テーマ型募金　事務局長　篠田智徳
※募金は本会窓口でも受け付けております。

目標額
３０万円！

《募金ができる自動販売機の市内設置場所（6か所）》
（令和6年11月末現在）

●㈱マサ（下津下町東3-73）
●寿証券㈱（下津鞍掛1-2-13）
●福助工業㈱（駅前3-11-12）
●松清本店(資)（高御堂1-2-1） 　 
●明治老人福祉センターけやき館（平江向町108番地）
●老人福祉センターさくら館（奥田神ノ木町55番地）

しの  だ   とも のり
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このコンクールは「たすけあいの心」を培うきっかけづくりとして、愛知県内の小・中学生を対象に毎年実施
されており、稲沢市内では今年度2,438点の心温まる素晴らしい作品を多くの小・中学生からご応募いただ
きました。
稲沢市共同募金委員会で行った選考会にて入選した書道・ポスター作品１４点を、愛知県共同募金会へ推薦

し、審査の結果、３点が優秀作品として選ばれました。

愛知県共同募金会　優秀作品

愛知県共同募金会　佳作作品

氏木 愛子さん
治郎丸中1年

桒山 紗知さん
平和中3年

上田 十寧さん
大里中2年

本田 蓮南さん
祖父江中3年

山田 苺香さん
祖父江中3年

小田 彩加里さん
祖父江小5年

宮澤 萌々花さん
稲沢中1年

橋本 沙耶さん
大里西小4年

田井 咲羅さん
大里東小6年

伊東 孝晃さん
稲沢北小6年

安田 ひよりさん
大里東中1年

たくさんの
ご応募ありがとう
ございました。

原田 真瑚さん
稲沢東小1年

桒山 実季さん
法立小3年

加藤 燕さん
大里東中1年

【審査員特別賞】 【銀賞】 【銀賞】

詳しくは
こちらから
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地域づくりナビ 発信！

「稲沢地区」稲沢北小学校×近隣住民による福祉教育活動

コーディネートしました！

「小正地区」

取材しました！

第一回防災シンポジウム

9月29日（日）稲沢東公民館にて、「第一回防災シンポジウム」が小正市民
センター地区区長会主催で開催され、多数の地区内の区長や防災担当
者が集いました。
シンポジウムは、令和6年1月1日に発生した能登半島地震において、
珠洲市のドライブレコーダーが記録した地震や、津波の様子を視聴する
ことから始まりました。「この地域でもいずれ南海トラフ地震が起こる。
大災害に対し、食料や設備も大切だが、地域のかたとの日頃のつながりと
いう備えも必要。まずは今、各区で何ができるのか考えていきたい。」と
シンポジウムの発起人である長野北区長は語ります。小正市民センター
地区内の行政区で行われている『黄色いハンカチ運動（非常時の安否
確認）』の訓練方法を共有したり、市防災安全課の職員とともに防災倉庫
内を見学し、区で備蓄をする内容について検討をしたりするなど、区を
超えた意見交換の時間となりました。防災訓練に限らず、区内での日頃
からのつながりをどのように強めることができるのかも引き続き検討して
いきます。
第二回シンポジウムは1月19日（日）に予定されています。

稲沢北小学校では、4年生の総合的な学習の時間に、近隣住民をゲストにお招きして、一緒に福祉
教育活動に取り組みました。内容は、地域で楽しく元気に過ごすために、今からどんなことが出来る
のか、ゲストのかたがたと一緒にグループワークをして考えました。
それぞれ考えた意見を付箋に貼り、グループで1枚の模造紙にまとめ、皆さんの前で発表を行いま
した。最後は、ゲストのかたと昔遊びなどをして交流し、児童、ゲスト共に楽しむ様子が見られました。
児童の声
◆「学校の中だけじゃなく、地域に出ても、元気に笑顔であいさつしたいと思います。」
◆「困っているかたを見かけたら、これからは声をかけようと思いました。」
◆「重たい荷物を持ったり、電車の席を譲ったり、相手を思いやる気持ちを大切にして
生活していきたいと思いました。」

グループワークやゲストとの交流を通して、
児童の中で、自分が住む「地域を大切にする」
という意識を高める機会に繋げることが出来
ました。今回の授業をきっかけにして、地域で
過ごす皆さんが、思いやりの気持ちをもって
生活していただく事で、今よりもっと過ごし
やすい町になっていくと思います。

地区の取り組みを共有

防災倉庫の内部を
見学する様子

発表をする様子児童とゲストが意見交換する様子
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「千代田地区」

「大里西地区」

取材しました！

阿弥陀寺×チアフル・ママ「つむぎの会」

大門なかよし会 ～老いも若きも みんな なかよし～

『大門なかよし会』は、グラウンドゴルフの集まりからはじまった高齢者ふれあいサロンです。
普段は、ラジオ体操や季節に応じた歌を歌い、手足を動かす簡単なゲームを行う、和太鼓、
大正琴、手品や民謡など地域で活躍されているかたを招いて芸能観賞をしたり、自宅で育てた
花を持ち寄り生け花をするなど、お友達同士のつながりを大切に、工夫をしながらみんなで楽
しく過ごしています。
この日は、子どもたちの夏休み期間に合わせて子どもたちを招待。一緒によろずや〇（まる）
の『うみのかくれんぼ』という人形劇を観賞しました。劇団のかたの掛け声に合わせて、子ども
たちと声を出したり、体を動かしたりする場面がありましたが、子どもたちの様子に気を取ら
れうっかり動作が遅れてしまうことも。その様子を子どもたちと顔を見合わせて、微笑み合う
様子がとても印象的でした。
大門なかよし会は、来る人「みん
な、お友達」をモットーに和やかな雰
囲気で行っています。「興味のあるか
た、今からお友達になりませんか。」
日時：毎月第３金曜

13：30～ 16：00
場所：大門公民館
代表：木村ヒロ子　☎0587-32-8203

「チアフル・ママ」は江崎あずみ代表を筆頭に、主に一宮市を拠点と
して活動している女性応援団体で、2010年7月の発足から一宮市内に
限らず会員を募って（登録会員約1,500名）活動しています。この度、
ご縁ある阿弥陀寺（北麻績町）を拠点として2024年3月から稲沢支部
を発足させ、誰でも気軽に参加できる集いの場「つむぎの会」の活動を
開始しました。当日は、ほうろく灸祈祷、写経、ワークショップ（ハスの
花づくり）、オカリナ体験&演奏など、様々な催しを開き、みなさんで
楽しみながら参加されていました。
●代表の想い：『活動の背景に社会的な孤独の問題があります。
子育てを楽しみ、その後も繋がりを持ち続け、豊かに歳を重ねて
いける場があることが大切です。』
●住職の想い：『地域のかたがたがお寺に気軽に来られるきっかけ
になると良い。こうした取り組みが、宗派を超えて波及することを
願い、協力しています。』

次回日時：1月31日(金)10：00～
開催場所：阿弥陀寺（北麻積町）
対　　象：誰でも参加自由(※一部有料)

このコーナーでは、生活支援コーディネーターが地域の暮らしの中にある「素敵な
地縁 (ちえん )活動」を紹介していきます。
地域でのさまざまな取り組みや活動など、皆さまからの情報提供をお待ちしております。

『劇団のかたの
　掛け声に合わせて』

『茶話会の様子：
　この日は持っていた
　うちわが話題に』

チアフル・ママ Instagramは
こちらから
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福

福

市民活動支援センター・
ボランティアセンター

☎0587-33-6400　FAX0587-22-6110( 平日及び第2土曜 8:30 ～ 17:15)
〒492-8123　稲沢市治郎丸白山町 35 番地 1 稲沢東老人福祉センター・東公民館内

X
旧Twitter

WEBサイト
https://inasvsc.jp/ Facebook

長年にわたり、この地域で取り組まれたボランティア活動や社会活動の功績が特に顕著であるとして、当セン
ターの登録団体及び個人のかたが表彰されました。今後のさらなるご活躍を一層期待しております。

表彰おめでとうございます

「地域に支えられている企業として、私たちも地域のみなさまの力になりたい」
という想いから、老人福祉施設や病院などでの車イス修理活動やハートフル
メニューの募金を活用したリハビリ器具や車イスの寄贈活動、また、定期の地域
清掃活動など、長きにわたりこの地域で取り組まれてきた従業員の地域貢献・
ボランティア活動が高く評価され、厚生労働大臣から感謝状が贈呈されました。

厚生労働大臣感謝（ボランティア功労団体）
豊田合成株式会社

還暦を過ぎた頃から、この地域で立ち上がったパソコンクラブの創設や、高齢
者向けのパソコン指導などに長く携わってきたことが高く評価され、年齢にとら
われずに生き生きとした生活を送るエイジレス・ライフの実践者として、内閣府
から「エイジレス章」を受章されました。
鈴木さんは、特にワードを用いた絵画指導に努め、令和３年度の稲沢市高齢者

趣味の作品展ではパソコン画奨励賞を受賞。また近年では、高齢者を対象にパソ
コンを使って絵画を描く仲間を集い、作品の意見交換会を開催するなど、高齢者
の脳の活性化と生きがい作りにも貢献しています。

内閣府 エイジレス章
鈴木みさ子さん(NPO Longhill Net所属)

※その他の受賞団体　※(　)内は主な活動内容
【県 知 事 感 謝 】　稲沢明るい社会づくりの会（地域清掃活動）
【県社協会長表彰】　精神保健福祉ボランティア「松ぼっくり」

（精神障がい者・家族の悩み相談など）
【県社協会長感謝】　特定非営利活動法人稲沢ＦＵＮｓ

（子ども食堂、フリースクール事業など）

私の受章を自分のこと以上に多くの仲間が喜んでくれました。受章できたのはその
仲間の存在があったからです。改めて皆様に心より感謝いたします。この受章を励みに、
今後もさらなる高みを目指して、素敵なパソコンアート作品を作っていきます。

今回、このような名誉ある賞を普段から色々ご相談に乗っていただきながら一緒に
活動してきた稲沢市および稲沢市社協のご推薦で受賞できたことを我々は何より嬉し
く思っております。今後も微力ながら地域のためになる活動を続けてまいります！

受賞者の  声

受賞者の  声
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福

　
毎年、西尾張地区（14市町村）ではボランティアフェスティバルを開催しています。今年は阪神・淡路大震災

から30年を迎えることから、改めて災害に備えるための気運を高めるため、また平時における多様なつながり
や活動から何ができるかを考えるきっかけとなることを目的に開催します。
内　【報告会】能登半島地震被災地へ派遣された社協職員による活動報告
【講演会】テーマ「温故知新で南海トラフ地震を乗り越える」（講師：名古屋大学名誉教授　福和伸夫 氏）

時　2月15日（土）13:30～16:00
場　アデリア総合体育文化センター（岩倉市鈴井町下新田123番地）※現地集合・現地解散
人　15名（定員を超えた場合は抽選）
申　1月19日（日）までに専用申込フォームにて申し込み

一人で
黙々とできる
ボランティアは
ありますか？

※ボランティアに整理していただいた使用済み切手などは、当センターから中部善意銀行、中部盲導犬協会、
ベルマーク教育助成財団に引き渡しをさせていただき、それぞれの団体での社会貢献活動に活用されます。

短時間でも
出来る

ボランティアは
ありますか？

簡単な作業の
ボランティアは
ありますか？

一宮生活協同組合の組合員さんの社会貢献活動のひとつとして収集
された未使用のはがきや切手、書き損じはがき、使用済み切手が当セン
ターに届けられました。
今回お寄せいただいたものは、昨年10月から今年9月までの１年間で

収集されたもので、使用済み切手の量については約8.9kg、未使用はがき
や切手などについては額面で約40万円分ありました。収集や仕分け作業
にご協力いただきました一宮生協の組合員の皆様、そして職員の皆様、
ご協力ありがとうございました。

ありますよ。
自分のペースで、短い時間で出来る

ボランティアとして、市民や企業から
寄せられた使用済み切手やベルマークを
整理する活動です。
ボランティアがはじめてというかた

でも気軽に参加できますよ。

令和７年の活動日（いずれも月曜）
1/27、2/17、3/24、4/28、5/26、6/23、
7/28、8/25、9/22、10/27、11/17、12/22

活動時間は、
午前　9：30～11：30、
午後　13：30～16：00

※活動時間内であれば自由に参加可能です。

場　ボランティアセンター
持　はさみ
申　センターへ電話又は

専用申込フォームにて申し込み

稲沢市と共催で実施したフードドライブ（10/21～10/26、10/28～
11/2 計12日間）では、市民や企業から多くの食品（計約1,113kg）をお寄
せいただきまして、ありがとうございました。
寄せられた食品は、市内子ども食堂団体（８団体）へ引き渡しをさせて

いただき、各団体が取り組まれるフードパントリーなどの活動にご活用
いただきます。
次回フードドライブは4月実施の予定です。

西尾張ブロックボランティアフェスティバル 参加者募集
～普段の活動のつながりを災害時に生かすには～

ボランティアはじめませんか
～切手・ベルマークを整理するボランティア募集中～

一宮生協組合員による社会貢献活動

フードドライブへのご協力ありがとうございました

申込は
こちらから
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福
「センター登録団体掲示板」は、市民活動・ボランティア活動を支援することを目的として、
当センター登録団体のボランティア募集や催し物案内などを広報紙に掲載するものです。

※　どなたでも、　特になし、　無料、　不要の場合は省略

期間・日時 場所・会場持ち物・服装定員

申込み・応募
内容

その他対象 費用・受講料

声を出して、いっぱいおしゃべりして、楽しい時間
を過ごしましょう。
時　2月22日(土) 14:00～15:30
対　失語症者とご家族
場　アイコクアルファ㈱ いこいの広場
￥　100円（参加費）
申　電話で申し込み

あなたの声失語症サロンin稲沢

今回は、トランペット・トロンボーン・ピアノのトリオ、
そしてソプラノ歌手の演奏をお楽しみいただきます。
時　1月11日(土) 開演19:00
人　250名
場　名古屋文理大学文化フォーラム 小ホール
￥　一般500円、小学生以下100円
申　当日会場にて現金で入場可

ハンドベルサークルTwinkle Bells（担当）竹内
☎080-4300-4835
E-Mail：rbcrcrbcrc@gmail.com

One Coin Concert
英語だけよりもっとおもしろい多言語。親子で一緒

に世界各国の歌やことばに触れながら楽しく遊んで
みましょう。海外ホームステイなどのお話もお聞きい
ただけます。
時　1月18日(土)10:00～11:30
場　名古屋文理大学文化フォーラム 和室　他
他　子どもさんは保護者と一緒にご参加ください
申　下の二次元コード又は電話で申し込み

ヒッポファミリークラブ稲沢
（担当）吉田　☎0587-21-6205

遊ぼう！歌おう！世界のことば

特定非営利活動法人あなたの声（担当）田中
☎090-6469-2683

井戸端カフェは、認知症のかたやその家族、認知症
の不安や心配のあるかたが集い、地域のかたや専門家
らとの交流を通して情報共有や相互理解を深めるこ
とを目的に活動しています。
時　毎月第1木曜 13:30～15:30
場　アイコクアルファ㈱ いこいの広場
￥　200円（参加費）

お気軽にお越しください

地域で抱える問題・課題の解決を地域の事情に合っ
た解決を目指しています。「地域のつながりや助け合
い」を目的にNPO活動事例を通して支援ならび課題解
決手法を伝授します。
時　随時
場　ボランティアセンター他
申　メール又は電話で申し込み

特定非営利活動法人知恵創り協会（担当）大竹
☎090-9182-6878　E-Mail：ohotake1859@gmail.com

地域の困りごとを
解決する研究会

井戸端カフェ（担当）加賀
☎090-8734-6812　 E-Mail：kakubin03@yahoo.ne.jp

親子であたたかい食事を楽しんでください。お食事、
フードパントリー（LINEにて開催日お知らせ）共に完
全予約制です。詳しくはお問い合わせください。
時　毎月第４日曜 11:30～13:00
対　ひとり親家庭
人　1日3家族まで（予約制）
場　塩らぁーめん専門店KAZU（北市場町西玄野528）
￥　大人500円、子ども（中学生まで）無料
申　メール・LINE又は電話で申し込み

ひとり親支援 子ども食堂

ハート＆ハート子ども食堂（担当）福田
☎090-6591-3738　 LINE ID:＠958yswhh
E-Mail：heart.kodomo@gmail.com
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講師指導のもと、班ごとで料理をし、歓談しながら
楽しく頂きます。自身で料理をし、頂くことは格別で
あり、貴重な体験と新たな意欲を作り出しています。
時　3月、6月、9月の第2土曜　9:00～12:00
対　男性
場　稲沢公民館
申　電話で申し込み

一緒に料理をしませんか

男のエプロン（担当）豊田
☎0587-32-1290

子どもたちと一緒にプログラミングを楽しんでく
れるかたを募集しています。経験者だけでなく、学生
や未経験のかたもぜひご連絡ください。
時　月1～2回
場　名古屋文理大学文化フォーラム
申　メールで申し込み

プログラミングクラブ
ボランティア募集

CoderDojo 稲沢正明寺（担当）後藤
E-Mail： inazawa_aichi.jp@coderdojo.com

子育て世帯へ食品やお弁当を配布しています。活動
頻度は月1回程度、日曜日の昼間です。
時　月1回程度不定期　日曜日の朝から昼頃まで
場　主に大里西公民館

ボランティアさん募集

いなざわ子ども食堂（担当）青木
☎090-1720-1000
E-Mail： mayumiaokipress@yahoo.co.jp

当サロンのモットーは大きな声で元気に気持ちよ
く歌って心身の健康を保つことです。ラジオ体操も行
います。愛唱歌、歌謡曲、懐メロなどをピアノ伴奏で歌
います。事前見学、歓迎です！
時　原則として、毎月第2・4金曜 13:00～16:00
場　下津公民館
￥　500円（入会金）
申　電話又は会場で申し込み

大きな声で
楽しく歌いましょう！

下津ドレミファサロン（担当）林
☎0587-32-2480

「会員募集中・初心者歓迎！・個人レッスン」
稲沢雅楽会は市の文化事業や小中学校雅楽教室な

どボランティア活動を通じて、雅楽の伝承・普及・指導
に日々研鑽しています。
時　毎月第2・4日曜 13:00～16:00
毎月第2金曜・第4土曜 9:00～16:00

人　10名
場　日曜➡大里西公民館、金曜・土曜➡国府宮神社
￥　月1,000円（会費）
申　メール・電話又は会場で申し込み

日本古来の雅楽を
学んでみませんか

稲沢雅楽会（担当）吉野
☎090-1280-4949
E-Mail： yi160728@cy.tnc.ne.jp

一緒に無線を楽しみませんか。アマチュア無線のリ
ターン大歓迎です。社団局使えます。免許不要の無線も
やってます。無線体験会、電気工作教室、防災通信訓練。
時　月1回程度（土日）
対　無線に興味のあるかた
場　ボランティアセンター、勤労福祉会館、公園など
￥　年1,000円（会費）　※学生は無料
申　メール又は電話で申し込み

メンバー募集してます

稲沢コミュニティ無線クラブ（担当）古賀
☎ 0587-81-9684
E-Mail： jj2yxk@gmail.com

乳幼児を対象にしたおもちゃ図書館、児童生徒を対
象にしたフリースクールなど、子どもたちの成長にあ
わせた居場所で、地域の子どもたちの育みを支援する
仲間を募っています。
時　おもちゃ図書館／毎週水曜の午前
フリースクール／毎週火曜・木曜の午後

場　市内公共施設など
申　メール又は電話で申し込み

ボランティア募集

特定非営利活動法人
ふぁみりぃ・らぼ（担当）川口
☎090-7041-5665　E-Mail： familabo2018@gmail.com

少子高齢化・過疎化などの課題にアプローチし、市
内外の人が地域の魅力を発見できるようにサポート
します。イベント開催、独自メディア紙発行などで稲
沢市を一緒に盛り上げませんか。
時　随時
申　メール又は電話で申し込み

会員募集

稲沢未来開拓団（担当）永田
☎ 080-6172-3058
E-Mail： inazawa.m.f@gmail.com
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【申込先・問合先】
社会福祉協議会本所
☎0587-23-6713（平日8：30～17：15）

※　どなたでも、　特になし、　無料の場合は省略

期間・日時
場所・会場

持ち物・服装定員
申込み・応募内容
その他対象 費用・受講料

社協の

情報広場

i n f o r m a t i o n

はじめての手話教室受講生募集！はじめての手話教室受講生募集！
初めて手話を学ぶかたを対象に、教室を開講します。
聞こえない人たちの大切な「ことば」である「手話」で、あいさつや自己紹介など簡単な手話を
学びましょう。みなさんの参加をお待ちしています！

   開 催 日

1月26日（日）

2月  6日（木）

2月22日（土）

2月27日（木）

各日程1回の教室です（内容は4回とも同じです）

14：00～15：30

10：00～11：30

時 間

勤労福祉会館
第2・3研修室

場 所

　11月23日（土）に市陸上競技場にて開催しました。301名の参加者が日頃の練習の成果を
発揮するとともに、ふれあいの輪を広げることができました。また、当日ホールインワンを出
されたかたから、ホールインワン基金として計6,550円を赤い羽根共同募金へご寄付をいただ
きました。誠にありがとうございました。

第３０回　ふくしグラウンド・ゴルフ大会報告

優勝者（敬称略）
青コース　男子：尾関 輝雄（稲沢西小学校区）打数27
　　　　　女子：吉田 光子（法立小学校区）　打数35
赤コース　男子：照井 誠一（下津小学校区）　打数36
　　　　　女子：加藤 菊江（小正小学校区）　打数37

市内在住・在勤・在学のかた
各20名（定員を超えた場合は抽選）

1月14日（火）まで本所にて受付
（電話、FAX(0587-33-4666)またはe-mail(fukushi@inazawa-shakyo.or.jp)）
FAX、e-mailの場合は、希望日・住所（郵便番号）・氏名・連絡先（電話番号など）を記入してください。

12 稲沢市社会福祉協議会だより　いーな No.78(2025年1月発行)



「花いっぱい運動」で笑顔いっぱい！「花いっぱい運動」で笑顔いっぱい！
市内の街角で「花いっぱい運動」と書かれた看板と花壇を見かけ
たことはありませんか？それは、本会から老人クラブへ贈られた、
地域をつなぐ“きっかけ”です。寄贈された花を地域の花壇に植え、
住民同士の会話の“きっかけ”に。あるいは、子ども会と一緒に植栽
し、世話をすることで、交流の“きっかけ”に。本会では地域の『つな
がりたい』という気持ちに寄り添い、花の苗と共に“きっかけ”を
提供しています。
そんな“きっかけ”を有効的に活用している地域の様子を取材し
ました。下赤池では、毎年子ども会と一緒に植栽しており、互いに
顔の見える関係性を築いています。老人クラブの堀田会長からは
「交流することで、防犯や防災の備えにも繋がっているため、継続
的に行っていきたい。」と話を伺うことが出来ました。

ご寄付ありがとうございました
日頃の皆様のご厚意に心からお礼申しあげます。
令和6年9月1日から令和6年11月30日までのご寄付を掲載しています。（順不同・敬称略）

【社会福祉基金】
◎近藤すみ子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100，000円
◎（株）フジミインコーポレーテッド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150，000円
◎Longhill Net　JA愛知西産直広場一色下方店 EMボカシの会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5，000円
◎稲沢市倫理法人会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30，000円
◎匿名・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100，000円
【物品】
◎豊田合成（株）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・家電、衣類　※生活困窮者支援にて活用します。
◎大照（株）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・おねしょシート24枚　※市内福祉事業所へ配付します。
◎福助工業（株）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・レトルト長期保存食160食　※子ども食堂支援にて活用します。
◎JA愛知西大里支店 JA愛知西女性部大里支部・・・・・・・・・・・・・食品　※生活困窮者支援にて活用します。
◎JA愛知西女性部長岡支部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・食品　※子ども食堂支援にて活用します。

■相談会開催予定日

①13:00～、②14:15～（相談時間1時間程度）

開設日 相談員
2月27日（木）
3月27日（木）

司法書士
社会福祉士

〇弁護士・司法書士・行政書士による相談
主に成年後見制度利用に伴う法律関係など
（相続、遺言など含む）に関するご相談
〇社会福祉士による相談
主に成年後見人などが行う身上保護など（生活、
療養看護に関する事務）に関するご相談

稲沢市成年後見センター　無料相談会のご案内稲沢市成年後見センター　無料相談会のご案内
　稲沢市成年後見センターでは、成年後見制度などに関するご相談を専門職が無料でお受けし
ます。これから、成年後見制度の利用を検討するかた、または既に後見人などに就任しているか
たで支援内容などについて相談したいかたは、ぜひご利用ください。
右表のとおり
市役所東庁舎1階　社会福祉協議会相談室
毎月2組まで
市内在住・在勤のかた
事前予約制です。（先着順）
開催日2か月前の月初日から電話にて受付
（ただし、土日・祝日の場合は、翌日（平日）から
受け付けます。）
お問い合せ、申し込みは、成年後見センター
（0587-22-5565）まで
・原則、相談はお一人様、年間1回まででお願いします。
・相談には、本センター職員も同席します。
・諸事情により、相談員が変更になる場合があります。

4月以降の開催日につきましては、3月下旬頃にウェブサイト
にて掲載予定です。
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次回は、障がい福祉施設の受注活動・自主製品について（３）についてお伝えします。

【連載】

障がい者基幹
相談支援センター

だより

第
44
回
障がい者差別に関する
ケーススタディ（１）

設問

解説

ジムが入会を拒否した理由(1)、(2)はいずれも、ペースメーカー
利用者でなければ拒否することがないと考えられるため、障がい
を理由とした差別的取り扱いと言えます。
ジムには、ペースメーカー利用者に一律にサービス提供を拒否
することがないよう、障がい者への理解を促したり、マニュアルを
見直すなどの対策をとることが求められます。
本事例は、「障がいを理由とする差別の解消の推進相談対応
ケーススタディ集」から引用しています。詳細については、内閣府
HPで確認することができます。

ジムの対応は、「障がいを理由とする差別」にあたるのでしょうか？

※本会ではノーマライゼーションの理念を推進する観点から広報紙面などにおける「障害」の表記を、「障がい」と一部ひらがな表記に努めています。
※ノーマライゼーションの理念とは、デンマークにおける知的障がい者の親の運動から広がった考え方で、障がいのある人もない人も、みんなが安心して生活
をおくることのできる地域社会を築くことをめざすものです。

障がいのあるかたの差別に関する相談窓口は、
市役所福祉課障害福祉グループ（☎0587－32－1281　FAX0587－32－1219）と、
障がい者基幹相談支援センター（☎0587－23－6713　FAX0587－33－4666）に設置されています。

詳しくは
こちらから

生活福祉資金貸付制度
　低所得者や障がい者、介護を要する高齢者の世帯などに対して、資金の貸付と必要な相談支援を
行うことにより、生活再建を図ることを目的とする貸付制度です。
例）・大学進学に必要な費用
　　・福祉車両を購入する費用　など
※本制度は愛知県社会福祉協議会が実施主体で、本会は相談窓口となり、関係機関と協力して運営
　されています。
●公的給付や他の貸付制度などが利用出来る場合は、そちらが優先となります。
●貸付制度となりますので、事前の面談が必要です。
●申請に必要な条件を満たす必要があり、審査によっては貸し付けが出来ない場合があります。
　また、決定までに1か月以上要することがありますので、お早めにご相談ください。

※本制度の詳細や利用に関する相談など、詳しいことはお問い合わせください。
＜問合先＞社会福祉協議会本所　地域福祉グループ　☎0587-23-6713

ペースメーカーを利用する障がい者です。スポーツジムに入会しようとした時のことです。
ペースメーカーは5年ほど利用しており、適度な運動は主治医に認められており、普段から主治医に相談の
上でウォーキングなどの運動を行っていること、入会後は、体調に影響を及ぼさない運動への参加を検討して
いることを伝えました。しかし、ジムからは、（1）過去に別のペースメーカーの利用者が、ジムでの運動中に体
調を崩して退会したこと、(2)ジムの運動が利用者の身体に負担になることが懸念されるとのことで、利用者の
安全確保を理由に、入会を断られてしまいました。

事例
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福福

【連載】

第４２回

転倒予防（２）バランスを保とう
高齢者役立ち
かわら版

次回は、「転倒予防（３）筋力強化運動」について紹介します。

今回はバランスを保つトレーニングの１つ、
「片足立ち」を紹介します。
①真っすぐに立ち、手を腰に当て、片足を持ち上げます。
　余裕があれば、股関節・膝関節を90度にしてみましょう。
②左右（10秒～20秒）２回ずつ行いましょう。
③テーブルや壁などに手が付けるようにしておくなど、
　よろけても危険がない環境で行いましょう。

できる限り
手をつかず、

行えるようにすると
効果的だね！

地域包括支援センターについて
地域包括支援センターは、主任介護支援専門員、社会福祉士、保健師などの
専門職が配置されている『高齢者の総合相談窓口』です。
様々な機関と連携し、地域の高齢者の皆様の支援を行っています。
相談内容に関しての秘密は堅く守られます。相談料は無料です。

＜地域包括支援センターとは＞

＜こんな時は地域包括支援センターへ＞　

お住まいの地区を担当する地域包括支援センターへ、まずお電話でご相談ください。
センター名

稲沢地域包括支援センター
小正・下津地域包括支援センター
明治・千代田地域包括支援センター
大里地域包括支援センター
祖父江地域包括支援センター
平和地域包括支援センター

0587－33－5400
0587－22－1488
0587－36－8310
0587－23－7702
0587－97－2381
0567－47－1776

稲沢市民センター地区
小正市民センター地区・下津市民センター地区
明治市民センター地区・千代田市民センター地区
大里西市民センター地区・大里東市民センター地区
祖父江支所地区
平和支所地区

電話番号 担当地域

転倒を予防するためには、「転ばない」身体をつく
ることがポイントです。そのためには、「身体のバラ
ンスを保つ」ことと、「筋力を保つ」ことが重要です。

介護保険サービスを
利用したい

ひとり暮らしを
続けられるか心配

ご近所の高齢者
最近見かけなくて心配

体力に自信が
無くなってきた

悪質な訪問販売の
被害に遭い困っている

親が認知症かも
しれない

家族の介護
どうしたらいいかな
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クイズ正解者の中から抽選で
「クオカード」1,000円分をプレゼント！

「居住支援」  多数のご応募ありがとうございました。前回のクイズの答え

問題
赤い羽根協賛 児童・生徒作品コンクールは、「□□□□□の心」を培う
きっかけづくりとして、愛知県内の小・中学生を対象に毎年実施されて
います。□に入る文字をお答えください。※ヒントは紙面のなかにあるよ！

●ご応募いただく際に、ご記入いただきました個人情報は、当選者への賞品発送及び本会運営のために使用させていただきます。
●個人情報は、ご本人様の同意無しに第三者に開示提供することはありません。　●個人情報は、本会が責任をもって管理いたします。

【個人情報の取扱について】

応募方法

応募宛先 〒492-8269　稲沢市稲府町 1 番地 
市役所東庁舎内　稲沢市社会福祉協議会クイズ係

応募締切 令和7年1月21日（火）必着（応募は1人1枚まで）

当選発表 厳正なる抽選の上、当選は賞品の発送をもって
代えさせていただきます。

応募資格 市内在住のかた

郵便はがきに、①クイズの答え②氏
名（ふりがな）③性別④年齢⑤職業
⑥郵便番号⑦住所⑧電話番号⑨今
号の紙面の中から目に留まった、気
になった記事を 1 つ⑩ご意見・ご感
想などをご記入のうえ、本会までお
送りください。

財源確保のために有料広告を掲載しています。広告については本会が推奨するものではありません。

広 告

学校・教室見学入学相談受付中☆転・編入生随時受付
☎0586-68-7068/090-8088-4858
high12summer_waves13@ybb.ne.jp
〒492-8389愛知県稲沢市横野町764-1

通信単位制普通科 原則留年ナシ！バイト留学もOK！
前籍校での在籍期間や取得単位を最大限に活かします！

併設　学研横野法閑寺教室

日本航空高等学校
尾張学習支援センター

まずはお気軽に
お電話ください

☎0587-36-6337
稲沢市大矢町寺脇10番地

機能訓練に重点をおいた
サービスを提供しています

半日型デイサービス（午前の部・午後の部）

おおや村 ＊見学随時受付中 

広 告

広 告

居宅介護支援事業所

1號館☎0587-22-1039
2號館☎0587-22-1030
3號館☎0587-50-0800

おひさまおひさまぴあぴあ
高齢者デイサービスセンター

 

明日のよりよき相談役
㈱大矢相互不動産

＜      本 社     ＞ 稲沢市大矢町地蔵堂60番地の2
 ☎0587-36-3150 FAX0587－36－3189
＜稲沢中央営業所＞ 稲沢市小池3丁目12-4
☎0587-24-2840 FAX0587－24－2847

不動産の売買・賃貸・仲介・コンサルティング

創業48周年・市内2店舗広 告

〒495-0002　
稲沢市祖父江町
山崎鶴塚3番58
TEL:0587-50-0963

広 告

広 告

☎0587-22-1231
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